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1　 は じめ に

　装飾は,世 界各地の さまざまな民族で民族文化の表象 と して扱 われてお り,そ の例

は枚挙にいとまがない。住 まいにおいて も同様である。彫刻,木 組み,絵,タ イル,

そ して家具,調 度,庭 な ど,そ の飾 り方 は千差万別であるが,多 くの民族の住 まい に

装飾が施 され てい る。 しか し,ン デベ レのように,ア ク リル系水性ペ ンキで住 まいの

内外壁 をカラフルな幾何学模様で飾 り,そ れ を 「伝統」 と表現す る民族は珍 しい存在

である。本稿では,こ の ンデベ レの装飾 文化 を事例 として取 り上 げ,次 の ように論 を

展開する。

*野 外民族博物館 リトルワールド
,元 国立民族学博物館共同研究員
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　まず白人入植以降のンデベレの歴史から,ン デベ レという民族を取 りまいていた南

部アフリカおよび南アフリカ共和国の政治経済的な状況を説明するとともに,ン デベ

レの装飾文化のあらましや,壁 絵を主とする装飾文化がンデベレ民族文化の表象とな

った背景を紹介する。

　次に,南 アフリカ共和国と日本の博物館の事例から,ン デベレの壁絵がどのように

展示されているかを報告 し,壁 絵および壁絵の描 き手の博物館展示における位置づけ

を明らかにしようと試みる。

　その上で,ン デベレの壁絵が 「アー ト」として扱われ,描 き手が 「アーティス ト」

と呼ばれる事実を取 り上げ,壁 絵がンデベレの民族文化の表象とされた過程との脈絡

の違いと,こ のような 「アー ト」の博物館における展示について論 じる。

2　 ンデ ベ レ概 要

2.1　 3つ の ン デ ベ レ

　現 在南部 アフリカには,ン デベ レを自称する民族 グループが大き く分けて3つ 存在

している。 同じ名称 を用いているが,言 語,文 化,歴 史的にこの3集 団は異なってお

り,ひ とつの民族集団 として捉 える ことはできない(van　 Warmelo　 1937:53)。3集 団

の混同を避 けるために,北 か ら,ジ ンバ ブエ ・ンデベ レ(Zimbabwe　 Ndebele)1),北 ト

ラ ンスヴ ァール ・ンデベ レ(Northern　 Transvaal　Ndebele)2),そ して南 トラ ンスヴァー

ル ・ンデベ レ(Southern・Transvaal　 Ndebele)と,そ れぞれの居住す る地域の名をつ けて

区別 し,呼 び習わす のが一般的である。 ジンバブエ ・ンデベ レはジンバブエに居住す

るグループであ り,北 トランスヴ ァール ・ンデベ レと南 トラ ンスヴァール ・ンデベ レ

は,南 アフリカ共和 国3)の 北東部 にあ る トラ ンスヴァール高原の一部に居住す るグル

ープである
。3集 団の主たる居住地域 は図1に 示す通 りである。 この報告で取 り上げ

るのは,南 ア フリカ内の トラ ンスヴァール高原南部 一帯,首 都プ レ トリア東部約120km

離 れ た ところを中心 として居住する南 トランスヴ ァール ・ンデベ レであ り,以 降ンデ

ベ レと表現 し指 し示すの はこのグループである。
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図1　 南部アフリカ,ン デベ レ3集 団の主な居住地域

2.2　 ンデ ベ レの歴 史的背 景

　 もともとンデベ レは4),牧 畜 を中心 として現在のプ レトリア近郊 に居住 していた。

19世 紀半ばか らオランダ系移民 アフリカーナーが,イ ギ リス系移民 に押 し出 される形

で内陸に進出 し,ト ランスヴ ァール高原に居住 していた多 くの民族 と衝突 をおこ した。

ンデベ レもその難か ら逃れ得ず,ア フリカーナー と何度か戦いを繰 り返 し,そ の居住

地 を次第に東へ移動 させていった。最終 的には,プ レ トリアか ら東方約200kmほ どの と

ころ,ド ラケ ンスバー グII」脈 の一翼 を担 う山岳地帯 ロセ ネカール付近 にまで移動 し,

砦 を山塊に築 き立 てこもった。 しか し1883年,ア フリカーナーの度重 なる攻撃 に敗れ,

家 畜や土地 といった財産すべ てを没収 されて しまった。 さらに,戦 いに参加 したアフ

リカーナーの農場 で5年 間の労働 を強い られた。プ レ トリアか ら東方 にのびる道沿い

のブロ ンコスプ レイ ト,ウ ィッ トバ ンク,ミ ドルバーグ といった町は,こ の頃にで き

た自人の町である。 この周辺の農場 にンデベ レの人び とは移 り住 まわされた。5年 間

の労役の後 も,自 分 の土地 を失った ンデベ レの多 くは,ア フリカーナーの経営 する農

場付近 に労働者 として住みついた。 この民族離散の時期 に,ン デベ レ社 会はいったん

崩壊 し,多 くの習慣が失 われた。

　 1886年 に ヨハ ネスブルク西方で金鉱が発見 され,続 いて トランス ヴァール高原に豊
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富な石炭が埋蔵されていることが判明 し,多 くの労働力がこの地に集中しはじめた。

鉱山採掘の活発化は,鉱 山労働者への食糧供給を促進する作用をもた らし(星 ・林

1978:82-87),ン デベレが居住する地域はヨハネスブルク等の鉱山,大 都市の後背地

として大きな意味を持つようになった。また農場労働者としてばか りでなく,鉱 山労

働者あるいは都市労働者として,ン デベレの多くの者が働きに出た。ズールーやコー

サ といった南アフリカ内で大人口を有する民族 も同様に出稼 ぎをしたわけだが,居 住

地 と出稼ぎ先の距離の差はンデベ レの人びとに有利に働き,男 女を問わず多くのンデ

ベ レが鉱山あるいは都市で就労 した。

　19世紀末からのンデベレをめぐる一連の変化,す なわち土地財産の喪失,民 族離散,

白人農場付近への居住,鉱 山や都市への出稼 ぎといった事柄は,ン デベレに多 くの白

人文化をもたらした。他の民族もまた同様に自人文化の影響を受けたわけだが,ン デ

ベ レの場合は特に,自 らが治める土地を完全に奪われ自文化維持の空間が消失あるい

は限られていたため,影 響の深度が大きかった。ンデベ レの装飾文化は,こ の100余 年

の白人文化の影響が強く反映されて展開したものと考えられる。

2.3　 アパ ル トヘ イ トと ンデ ベ レ

南アフ リカ政府の人種隔離政策 下においてンデベ レのとった行動 は,こ の政策に対

図2　 ンデベ レ居住地域詳細
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す る世界的認識 とは逆行す る ものであった。1959年 バ ンツー 自治促進法が制定 された。

これ は,8つ のバ ンツー ・ホームラン ドを建設 し,そ こに黒 人の 自治政府 を作 る とい

うものであった。 この法律 では,ン デベ レは独立 した民族集団 として認められてお ら

ず,ボ プタツワナ(Bophuthatswana)あ るいは レボワ(Lebowa)と い った他の民族 の

ホームラン ドが ンデベ レを吸収す るとい う内容であった。 アパ ル トヘイ トの是非はす

でに歴史的に明 らかであるが,そ の アパル トヘ イ トに も認め られない民族 と して ンデ

ベ レはあ った ことになる。

　 1960年 代 の ンデベ レの政治的行動 は,ア パル トヘ イ ト体制の中で 自分たちの民族 を

どう認知 させるか というものであった。 ンデベ レは南ア フリカの中で極 めてわずかな

人口 しか持たない少数民族である5)に もかかわらず,人 種隔離政策下でホームラン ド

設立を要望する動 きを進め,!972年 に はンデベ レのホームラ ン ド設立が承認 された。

1980年 に 自治ホームラン ド,ク ワ ンデベ レ(KwaNdebeie)6)が プ レ トリア東部に 「建 国」

された。 ホーム ラン ドとして南アフ リカ政府か らンデベ レに与 えられた土地 は,プ レ

トリア東部 にあ り,も ともとンデベ レの 十地であったわけではないが,多 くのンデベ

レが白人の町の周辺か ら離れ,ク ワンデベ レに移 り住みは じめた。1970年 か ら1980年

までのこの地の人日増加率 は415%に ものぼ り,1980年 の 国勢調査では人口が156,380

人 となった(Randal11983:45)。

　 !994年,全 人種参加 の憲法制定議 会選挙が実施 され,南 アフ リカは新たな道 を進み

は じめた。 ホーム ラン ドは撤廃 され,旧 クワンデベ レ ・ホームラ ンドは現 在,ム プマ

ランガ(Mpumalanga)州7)の 一 音19とな り,ク ワンデベ レという名称 は,行 政区域 とし

ては残っていない。 クワムシュランガ(KwaMhlanga)に あ った旧クワンデベ レ政府の

庁 舎も職員 も,ム プマラ ンガ州 に吸収 され,今 日に至 っている。

2.4　 ンデベ レの装 飾

　 ホーム ラン ド設 疏までの過程で,い ったん離れ離れになった民族の再統合をはか り,

新 しい民族文化を形成するためにンデベ レは装飾を利用 したのだが,そ の時,ン デベ

レが 自らの 「伝統」文化 としたのが,当 時 ・部の地域 で行 なわれていた土壁にアクリ

ル系水性ペ ンキでカラフルな幾何学模様を描 く壁絵 や,ビ ー ズワー クなどであった。

　 カラー写真11(本 号p.160)に は,カ ラフルな幾何学模様の壁絵 を持つ家屋を背景

に,5色 の ス トライプ模様の毛布をはお り,多 彩な ビーズワー クを身にまとった女性

の姿が写 っている。 これが,ン デベ レの典型的 な 「伝統」文化であ り,近 隣の諸民族
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写真1　 教会

か らンデベ レをきわだたせ,自 他 ともにシンボル として認識 されている装飾である。

　 カラー写真12(本 号p.161)は,ン デベ レの 王三(ikosi)8)の 館,す なわち王宮の,門

である。 この王宮 がある村には現在 でも壁絵 のある家屋 が林立 している。逆 にいえば,

そ れ以外 の村 では探 さねば見 るこ とが できない もの となってい る。 カラー写真13,14

(本 号p.162)は この地区に建つ家屋の例で,写 真1は 同地域 の教会9)で ある。ホー

ムラン ド時代 の ンデベ レは,王 を中心に再統合 され,王 およびその一族が ンデベ レの

物質文化上 の特徴である豊か な装飾性を体現 し,広 める役割 を担った。

3南 ア フ リカ にお け る ンデベ レ壁 絵 の展示

　次 に,こ の ような背景 を持っている ンデベ レの壁絵が,現 在 どの ように南 アフリカ

で展示 され てい るかを,旧 クワ ンデベ レ政府 が設立 した ンデベ レ伝統村(Ndebele

Traditional　Village)の 事 例か ら説明す る。 ンデベ レ伝統村は クワンデベ レの行政の中

心地である クワムシュランガの南15km程 の ところにある。 プ レ トリアや ヨハ ネスブル

クか らは,ワ ンデ イ ・ツアーが組 まれ,観 光客が ンデベ レの壁絵 を見学 に来ている。

　 ンデベ レ伝統村は,1990年 に ンデベ レの文化 を維持,保 存,伝 承 し,内 外 に広める
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ことを目的 として設立 された博物館である10)。こ こではンデベ レの住居の変遷を実際

に家屋 を復元 した展示によって表現 してお り,写 真2か ら写真7ま ではその一部であ

る。

　 ンデベ レの家屋お よび壁絵の変化を,写 真 と対照 させ なが ら説明す る1D。

　　 写真2　 約200年 前,白 人との本格的な接触以前のンデベ レの家屋には壁がなかった。

　　　　　　すなわち壁絵もまた存在しなかった。

　　 写真3　 お よそ100年 前,円 形の壁が低 く立ち上が り,壁 には土か ら採集 した顔料で壁

　　　　　　絵が描かれるようになった。壁は土をつき固めて立ち上げたものである。

　　 写真4　 約50年 前,円 形の壁が高くなった。西欧的な椅子を家屋に持ちこみ用いるよう

　　　　　　 になったためという。壁絵の素材は顔料を用いている。

　　 写真5　 40年 程前,家 屋が方形 となり水性ペンキの使用が始まった。壁絵のデザ インが

　　　　　　大きく変化 している。

　　 写真6　 約20年 前,屋 根の形が変化したとともに,壁 の表面の仕上げにセメントが用い

　　　　　　 られはじめた。

　　 写真7　 約10年 前,屋 根に トタンが用いられるようになったが,方 形 という形と家屋前

　　　　　　の低い腰掛け部は40年 程前のタイプから変化していない。壁は土や砂の多い粗

　　　　　　いセメントブロックを積み上げたもので,表 面をセメン トで仕上げている。こ

　　　　　　の家屋は,1990年 の博物館設立時にモダンタイプとして表現 されたものである

　　　　　　が,同 時にまた今の ンデベレの 「伝統的」家屋 として語 られているものでもあ

　　　　　　 る。

　 この博物館 を設立 した旧クワンデベ レ政府は,自 らの 「伝統」文化の発生過程 と家

屋 とを組み にして紹 介 した。すなわち,「生活 と結びつ いた壁絵」とい う展示が ここで

はな されてい るのである。 もともと家庭の主婦が土壁 を補強 し美 しくするために描 き

は じめた壁絵はその家屋 とセ ッ トであ るとい うことを,こ の ンデベ レ伝統村 は表現 し

ているのであ る。

　博物館 ンデベ レ伝統村 には現 在12名 の描 き手が いる。 ンデベ レの主婦の中から壁絵

が うまいと評判を持つ者が選抜 されて働いている。その他 に も古い タイプの壁や屋 根

を作 ることがで きる男性 スタッフなどがお り,総 勢18名 が 月曜 日か ら金曜 日まで この

博物館 に住み込みなが ら,来 館 者に対応 している12)。

　 ホームラン ドの廃止 とい う歴史の流れの中,こ こは現在ムプマ ランガ州の管轄 とな

っている。ムプマラ ンガ州 には ンデベ レのみな らず,ス ワジや ソ ト,そ して多 くのア

フリカーナー も居住 してい る。州政府 はすべての民族 ・人種 に平等なサー ビスを提 供

しようとし,当 然なが らンデベ レだけを特別扱 いす ることはない。 これ まで旧クワン

デベ レ政府の文化行政の 中心であったこの博物館 は,相 対的にその位置づ けを低下 さ
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写真2 約200年 前

写真5 約40年 前

写真3 約100年 前

写真6 約20年 前

写真4　 約50年 前

写真7 約10年 前
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せ た。それに伴 い,経 済的に運営 に支障を きた し,人 員の削減,売 店の閉鎖,家 屋 補

修の遅延 といった問題が山積 みされている。その ような状況下,ひ とつの出来事 を観

察す る機会に恵 まれた。

　写真8は 写真4と 同 じ家屋 で,約50年 前 の天然顔料を用いた壁絵 を持つ家屋 として

紹介 されていた円筒形家屋 である。全 く壁絵 の図柄が異なることが見て取 れる。 この

模様は南アフ リカのあ るサ ッカーチームのマ ークで,こ のサ ッカーチームのメンバー

を登用 したある清涼飲料水 のテ レビ ・コマーシャルを制作す るにあた り描かれた。 コ

マー シャル制作会社は,家 屋壁絵の描 き替 えと撮影の許可 を博物館に求め,幾 ばくか

の金銭で実施 したとい うことであ る。1998年 ユ2月の ことであった。 この時,博 物館 の

責任者は,年 が明 けた らす ぐに元 どお りに戻す と言っていたが,1999年7月 に再訪 し

た折 には まだこの ままであった。

　写真9(p.190)は 写 真8の 脇 に建つ家屋である。 この図案 自体は,ン デベ レのデ

ザ インなのだが,写 真8の 家屋 と同 じ時にテ レビ ・コマーシャルのために描 き替え ら

れ たもので,同 様に1999年7月 までこの ままであった。1986年 に写真家マーガ レッ ト・

コー トニー=ク ラー クが ンテベ レの壁絵 を紹 介した写真 集(Courtney-Clarke　 1986)を

出版 している。 コマー シャル制作会社のス タッフは,そ の写貞集を持 ってきて写真 を

指差 し,こ のデザ インを描 いて くれ と依頼 したとい う。写真集は,ン デベ レの壁絵 を

写真8 サ ノカーチームのマークが描かれた展示家屋
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写真9　 写真集から選ばれたデザインが描画された展示家屋

切 り取 って,書 物 とい う平面的な媒体 において扱 うものである。家屋の壁 か ら切 り離

された ンデベ レの壁絵 は独 り歩 きをは じめた。そ して,こ こで紹介 した出来事 は,独

り歩 きしは じめた壁絵が,皮 肉に もまたンデベ レの家屋の壁 に戻 って きた事例 とい え

る。

　 ンデベ レの装飾は,離 散 した民族 のシンボル として用い られ,そ の発生には少 なか

らぬ自人文化の影響 があった。 もともと家庭の主婦が家屋 の補修 と美化のために描い

た壁絵 は,政 府の博物館展示に よってある種の権威付 けを与 え られた結果,別 個 な素

材の上 に表現 されは じめ,ン デベ レの日常生活か ら離れていった。

　独 り歩 きをは じめた壁絵は,マ ーケ ットとしての白人社会を前提に存在 してい る。

前述の写真集 をは じめ,諸 外国で壁絵 はアー トとして紹介 され,自 動車のボディや飛

行機の尾翼 などが新 しい 「壁」 となった。 クワンデベ レで も壁絵の独 り歩 きは始 まっ

ている。幾何学模様の壁絵 を持つ家屋 は内外の観光客の訪れるところ とな り,カ ンバ

ス布(写 真10)に 描 いた 「壁絵」を土産物あるいは 「作品」 とした り,ダ チ ョウの卵

(写真11)に 「壁絵」 を描 き土産物 として生産 し,販 売 した りしている。 当然,ヨ ハ

ネスブルクや プレ トリア といった都 会の土産物屋 でも販売 されている。

　 ンデベ レを取 りまく状況 は,ン デベ レの暮 らしの中での壁絵の位置づ けを変容 させ,

壁 絵をは じめとす る装飾 を生活の糧 そのものにする者,「 クラフ トマ ン」を生み出 して
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写真10　 カンバス布に描画される 「壁絵」

写真11　 ダチ ョウの卵に描画される 「壁絵」

い る。そ してその中の数名の描 き手が,名 前 を持つ存在,「 アーテ ィス ト」となってい

るのである。

　 最後に,南 アフリカでの ンデベ レ壁絵の展示 として,ク ワ ンデベ レ以外 の事例 を紹

介する。写真12(p.192)は,プ レトリアにある博物館 アフリカン・ウィン ドウ(Afncan

window)の 入 口の壁 である。前述 の博物館 ンデベ レ伝統村 に所属する描 き手の中の3

名 が描 いたものである。非常に鮮 やか な美 しい壁絵であるが,そ の記 念プ レー トには

次の ように記 されている。

ンデベレ壁絵

除幕:1997年2月13日
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博物館委員会委員長J.M.レ ナケ教授

後援　BMW南 アフリカ

　 ここにはその壁絵の制作者 の名前はな く,除 幕式に紐 をひいた人間 と,そ の スポ ン

サーの名前が あるだけである。「無名の,あ るいは ンデベ レという民族の壁絵」とい う

扱いである。 この博物館 では,生 活 とい うよ りもンデベ レとい う民族 とセッ トになっ

て壁絵 は展示 されている ということである。

4　 日本におけるンデベ レ壁絵の展示

　筆者が所属す る野外民族博物館 リ トル ワール ド(以 下,リ トルワール ドと省略)13)

で は,1995年11月 に ンデベ レの家屋 を復元 し(写 真13),現 在 も野外展示家屋 として来

館者に観覧の機会 を提供 している。 ここでは,日 本にお けるンデベ レ壁絵の一事例 と

して,リ トルワール ドにおける家屋の復元 と描画,そ して展示の様子 を説明する。

　 リ トル ワール ドが,こ の ンデベ レの家屋 を選定 した動機の ひとつには,ン デベ レの

華やかな装飾文化,壁 絵 の存在があげ られる。野外展示場 にて世界各地の家屋 を復元

し,そ こに住 む人び との暮 らしぶ りを紹介 しようとする リ トル ワール ドにおいて,ン

デベ レの ように外観上強烈なインパ ク トを持つ家屋 は,極 めて魅力的であ った。これ

写 真12　 ア フ リ カ ン ・ウ ィ ン ドウの 壁 絵
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までリ トル ワール ドでは,ブ ルキナファソのカ ッセーナ,タ ンザニアのニ ャキュウサ,

ケ ニアの レンデ ィー レといった諸民族の家屋 を復元 して きたが,な かなかアフリカの

人びとの秀でた造形 ・色彩感覚 を表現するこ とは難 しかった。その点をこの ンデベ レ

の家屋は補 うに十分な展示素材 であ った といえる。

　図3(p.194)は 展 示家屋 の配置図である。展示は家屋単体ではな く,両 親の家,

息 子の家,娘 の家,祖 母の家,そ して男たちの集会場 である東屋 の5棟 か らなる。 プ

ラン作成にあたっては,当 時の クワンデベ レ政府文化 局の方 々か ら助言 を得た。結果

的 には,ン デベ レに とってある種の理想 的な一般家庭 のホーム ステ ッ ドを再現で きた。

家屋の梁,出 入 口の扉,窓 枠,そ して祖母の家 と東屋 の屋根材は,ク ワ ンデベ レにて

収集 した ものを用いた。

　家屋復元 の際 には,壁 絵 の描 き手 として前述の ンデベ レ伝統村 か ら4名 の ンデベ レ

女性 を招聰 した(写 真14　 p.195)14)。 紹 介 しようとす るンデベ レ装飾文化その もので

あ る壁絵 を ンデベ レ人に描 いて もらわなければ,博 物館展示 として成 り立たない。 こ

の ような考 えは,リ トルワー ル ドの開館 当初か らのものである。4名 には2ヵ 月間か

けて壁絵 を描いて もらったが,注 文はオー ソ ドックスなものを というだけであった。

で きるか ぎり拘束せ ずに描画 して もらお うとい う気持 ちが強 くあった。ただ,来 日し

その イメージを膨 らませ て日本の ものを描 くのは困るとい う気持 ちだけは伝 えた。写

幽　　・

写真13　 リトルワールドに復元 したンデベレの家屋
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真15(p.195)の よ うに ンデベ レの民族衣装 をまとった女性た ちが壁絵 を描 く光景 も

また,展 示 とな り,多 くの来館者がその姿 を撮影 していた。

　展示 目的のひ とつ には,西 欧化 ・都市化す る現代アフ リカ社会の生活紹介 とい うこ

とがあ った。現代,す なわち1990年 代 の ンデベ レの暮 らしぶ りを再現するために,復

元家屋の中には,ヨ ー ロッパスタイルの家具(写 真16　 p.196)を は じめ,さ まざま

な生活用品 を解説 とともに配置 した(写 真17　 p.196)。

　 実際 にその生活ぶ りを観覧 した来館者か らは,「これ まで抱いていたアフ リカのイメ

図3　 復元家屋配置平面図
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一ジとかけ離れている」
,「 家具が立派 なのに驚 いた」な どという感想 を得た。旱越,

飢 餓,紛 争,サ バ ンナ,ジ ャングル,野 生動物 といったマスメディアが伝 える一部の

アフリカの イメージは,広 くアフリカ全般 のイメー ジへ と誤解 されがちである。来館

者 の持つ イメージ とは異なる現代 アフリカの姿 を提示 し,来 館者 に新たな情報 を提 供

す るとい う点においては,概 ね初期の 目標 を達成で きた と考える。

　展示展開 としては,展 示家屋 のひとつで,現 地撮 影 した写真や ンデベ レの居住地域

を示す地図な どを用い,そ の暮 らしぶ りや壁絵 を中心 とす る装飾文化につ いて紹介 し

ている。 また,3つ の家屋 にマ ネキ ン4体 を設置 し,性 別,世 代別の民族衣装の違い

などを紹介 してい る(写 真18　 p,197)。

写 真14　 家屋復元の協力者たち

写真15　 壁絵を描 く様子
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　視覚だけでな く,聴 覚への働 きかけ として,ン デベ レのラジオでかけ られてい るよ

うなポピュラーソ ングを展示家屋 内にBGMと して流 し,そ の合 間に音声 による解説

を挿入 している。解説内容は,展 示家屋についてそ して ンデベ レについての もので,

来館者 に話 しかけるような口調 を用いている。 この音声解説 の中にはンデベ レ語での

写真16　 「両親の家」居間の様子

写真17　 「両親の家」台所の様子
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語 りもあ り,ン デベ レ語の音 を体感 して もらっている。

　家屋の一般公 開前後 には,ン デベ レ紹介のセ ミナー(写 真19　 p.198)且5)や 本 館 メイ

ンホールでの特別展16),そ して博物館の季刊誌への記事掲 載17)な ど さまざまな機会 と

手法 を利用 して ンデベ レの現在の暮 らしぶ りと,装 飾文化が その中で どう位置づけ ら

れているかの伝達 を試み,現 在 に至 っている。

　ンデベレの家屋を復元してか ら5年 が経過 しているが,こ の間の来館者の反応を振

り返るに,公 開直後から来館者の関心は装飾そのものに強く引き寄せられていた。 ン

デベレの暮らしぶ りを紹介 しようとする博物館の意図から離れ,ン デベレの装飾文化

が独 り歩きしているきらいがある。来館者が展示物そのものである外観から受ける影

響は,博 物館が提供する文字や,写 真や,音 の情報の誘引力よりもずっと大きなもの

であったといえる。それはまた,展 示しているンデベレ・アー トのもつ力が,い かに

大きいかということの表われであると考えられる。

5　 ま とめ

ここまで述べて きた ように,ン デベ レの壁絵 は,す でにその暮 らしの一・部 とい うス

}轡!

写真18　 「両親の家」寝室に展示 した父母のマネキン
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写真19　 セ ミナーの様子

タンスをはずれ,ア ー トとして歩み始めている。 しか し,博 物館での扱 いは,南 アフ

リカで も日本で も 「生活 とのセ ッ ト」とい うものであった り,「無名の ンデベ レとい う

民族の壁絵」 というものである。そ こにはまだ 「アーテ ィス ト」は存在 していない。

取 り上 げた くないという展示す る側の意志 が表 われていると捉えるこ ともで きる。そ

の一一方,諸 外国で壁絵の持つ力 を表現 しようとす る時,そ こには 「アーテ ィス ト」 が

存在 し,壁 絵は 「アー ト」 として取 り扱われてい る。

　 本稿では,ン デベ レ装飾文化の中の壁絵 を主に取 り上 げて きたが,南 アフリカでは,

ンデベ レの ビーズワー クも土産物 と して随分売 られている。アー トギャラリーに もビ

ーズの装身具や人形が並んでいるが
,ま だ壁絵の ような作家はいない。「無名の ンデベ

レの もの」 として陳列 されてお り,そ の位置づ けは,室 内展示で ンデベ レ文化を表現

しようとする博物館や土産物屋で も同様である。

　 ンデベ レが クワ ンデベ レという自治ホームラン ドで民族 文化の再編成 を行なった時,

これほどカラフルで特徴のある壁絵 を持つ民族 は他にいなかった。 それ ゆえに彼 らは

民族 文化 を表象す る際 にこの 「アー ト」 を選んだのである。 この とき壁絵は ンデベ レ

という民族全体 に共有の ものであ った し,そ う扱われた。 またそ う扱 わなければ民族

の シンボルとはな らなかった と考 える。 ンデベ レの壁絵 は,他 民族 に対す る独 自性の

シンボルであったのだ。壁絵 は ンデベ レ民族統合の象徴 と して扱 われたのである。

　 しか し,そ れが南 アフリカ国内の諸民族のみ ならず,国 外の人びとにまで ンデベ レ
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の シンボルと して認識 された後は,そ れ自身が持つ力で,壁 絵 が 「壁」その ものか ら

離れていった。立体物 としての壁絵 が平面的な もの となった時,生 活 に根 ざした文化

とい う次元が失われ,「 アーティス ト」が生 まれた と考え られる。特 別展 「越境す る民

族文化」では,「 アー トが民族 の範囲 を越 えて広 まる とは どうい うことか」という問題

が扱われ ていたが,ン デベ レの壁絵 の事例 は,民 族 の範囲 を越 えて広 まったこ とで

「アー ト」 となった と位置づける ことがで きる。

　 「アー ト」 として力 を発揮 し始めた ンデベ レの壁絵が,博 物館の展示において意図

とは異 なる反応 を来館者か ら引 き出す ことは,先 に述べた。具体的 には,文 章 などで

繰 り返 し 「すべ ての ンデベ レの家屋が カラフルな壁絵 を持っているわけではない」 と

説明 していて も,「 ンデベ レの人たちは皆,こ うい う家に住 んでいる」,「ンデベ レでは

誰 もが こうい うカラフルな壁絵を描 いてい る」 な どと思いこまれた りする。装身具で

例をあげれば,「 いつ もあんな民族衣装 を着ている」と思いこまれた りする。壁絵に 目

を奪 われて,他 の ものが 目に入 らない状態 になって しまうのだ。展示物 には他 にもお

もしろいものがあるに もかかわ らず,来 館者 は気づかない。気づいて くれない。 力の

ある 「アー ト」 の展示 は,民 族文化全体 を伝え ようとする民 族学系あるいは人類学系

の博物館 にとって,諸 刃の剣なのである。

6後 記

　本稿 は,国 立民族学博物館重点研究プ ロジェク ト「文化表象の博物館人類学的研究」

シ ンポ ジウム 「アー トと民族文化 の表象:特 別展 『越境 す る民族 文化』を中心 に」

(1999年12月)に お いて発表 した もの をもとに した。 また本稿 中で報告 した情報は,

(財)リ トルワール ドによる調査(亀 井1995a),文 部 省科学研究費補助金国際学術研 究

「南部 アフ リカ諸民族 の民族学 的研究」(亀 井1997;1998)お よび 「現代ア フリカに

おける文化運動 とエ スニ シテ ィの人類学的研究」(亀 井1999a;2000)に よる調査で得

た ものである。

　 ヘ　へ

　 在

1)マ タベ レ(Matabele),あ る い は マ タ ビ リ(Matabili)と 称 され る こ と も あ る 。

2)近 隣 の 民 族 で あ る ソ ト(Sotho)の 影 響 を 強 く受 け,言 語 的 に は ソ ト語 に近 い とい う。

3)以 下 の 記 述 で は,南 ア フ リ カ 共 和 国 を 「南 ア フ リ カ」 と略 記 す る。 な お,「 南 部 ア フ リ
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　 カ」 とい う表 現 は,ア フ リ カ大 陸 南 部 地 域 の 意 味 で あ る 。

4)　 以 下 の 記 述 は,(KwaNdebele　 Monument・Committee　 1983)お よ び(Shabangu&Swanepoel

　 　 1989)に 依 拠 す る。

5)黒 人 総 人 口12,430,000人 中,ン デベ レは294,000人 と概 算 され て い る(Horrell　 1969:30)。

　 こ れ は2.4%を 占め る値 で あ る。

6)　 ク ワ ンデ ベ レ と は,「 ンデ ベ レの 地 」 とい う意 味 で あ る 。

7)ホ ー ム ラ ン ド廃 止 直 後 は,東 トラ ンス ヴ ァー ル州 と い う名 で あ っ た が,そ の 後 改 称 した 。

8)　 ンデ ベ レ に はふ た りの 王 が い る 。 ンデ ベ レ語 のikosiを,彼 らはKingと 訳 して い るが,

　 chiefと 訳 す 方 が 適 切 か と考 え る。 ンデ ベ レは,ン ズ ンザ(Ndzundza)と マ ナ ラ(Manala)

　 と い う2つ の ク ラ ンか らな る(Kamei　 1998:48)。 写 真 は ン ズ ンザ ・クラ ンの 王 宮 で,シ ヤ

　 ブ ス ワ(Siyabuswa)付 近 に あ る。

9)　 独 立教 会 系 の 教 会。 多 くの ンデ ベ レが キ リ ス ト教 を信 奉 して い るが,同 時 に 伝 統 的 占 い

　 師へ の信 仰 も根 強 い。

10)旧 ク ワ ンデ ベ レ政 府 文 化 局 長 か ら の 聞 き取 りに よ る。

11)ン デ ベ レ伝 統 村 学 芸 員 か らの 聞 き取 りに よ る。

12)土 曜 日 と 日曜 日 は,学 芸 員 の み が 対 応 して い る。

13)愛 知 県 犬 山 市 に1983年 に 開 設 され た博 物 館 。

14)左 側4名 が 描 き手,右 に 立 つ 男 性 は ム プ マ ラ ン ガ州 よ り派 遣 して も らっ た 通 訳 で あ る。

　 南 ア フ リ カで は 長 い 間英 語 とア フ リ カ ー ンス 語 が 公 用 語 と され て い た が,ン デ ベ レの 年 配

　 者 の 多 くは,ア フ リ カ ー ンス 語 は 十 分 に解 す る もの の,英 語 は わ か ら な い場 合 が 多 い 。

15)リ トル ワー ル ド友 の 会 会 員 や 一一般 か らの 応 募 者 を対 象 に,1995年10月15日 「ンデ ベ レ族

　 の 暮 ら し」 とい う タ イ トル で,リ トル ワ ー ル ドセ ミナ ー を実 施 した 。 ンデ ベ レの 概 要 を装

　 飾 文 化 を 中心 に 紹 介 した 後,復 元 作 業 中 の 展 示 家 屋 の 見学 を 行 っ た 。

16)1995年7月22日 か ら10月22日 まで の93日 間,リ トル ワ ー ル ド本 館 メ イ ンホ ー ル にて,第

　 22回 テ ー マ 展 「南 ア ・ンデ ベ レ族 の デ ザ イ ン」 を開 催 した。

17)(亀 井1995b;1995c;1995d;1999b)参 照 。
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